
 

※令和４年度以降入学生用 

 

学校番号 1206 

令和５年度 芸術科 

 

教科 芸術 科目 美術Ⅰ 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 「美術Ⅰ」 （光村図書）  

副教材等  

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

感じ取ったことから考える「絵画・彫刻」、目的や機能から考える「デザイン」の分野について学

習する。 

 表現形式の特性や形体・色彩などについて着目して、自分なりの感じ方や見方、表現を深めてい

き、違った見方を「鑑賞」で共有し深めていく。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるとともに、創造的な美術の表現をするた

めに必要な技能を身に付け、意図に応じて表現方法を創意工夫し、表すことができる。 

・造形的なよさや美しさ、表現の意図と創造的な工夫、美術の働きなどについて考えるとともに、

美術や美術文化に対する見方や感じ方を深める。 

・美術や美術文化と豊かに関わり、主体的に表現及び鑑賞の創造活動に取り組む。 

 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・対象や事象を捉える造形

的な視点について理解を深

める。 

・創造的な美術の表現をす

るために必要な技能を身に

付け、意図に応じて表現方

法を創意工夫し、表してい

る。 

造形的なよさや美しさ、表現

の意図と創造的な工夫、美術

の働きなどについて考えると

ともに、主題を生成し発想や

構想を練ったり、美術や美術

文化に対する見方や感じ方を

深めたりしている。 

美術や美術文化と豊かに関わ

り、主体的に表現及び鑑賞の

創造活動に取り組もうとして

いる。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

手

の

ス

ケ

ッ

チ 

・基本的なデッサンの描
画法を身につける。 

・着色について基礎知識

を身につける。 

a: 表現したいことを伝える た

めの素描の技能を身に付けてい

る。  

b:対象や自己の内面を見つめ、デ

ッサンの特性を生かし、形体や構

成などを工夫して表現の構想を

練っている。 

c: モデルに対して素直に接し、

表現の工夫をしようとする 意欲

がある。 

・作品点 

・ワーク 

シート 

・作品点 

・ワーク

シート 

・ 学 習活

動の様

子 

・制作の

様子 

色
彩
構
成 

色についての基本的要

素を学び（三原色の知識

など）、自分が感じる「熱

い・冷たい」色グループ

に分け着色する。 

a: 混色方法、美しいアクリル絵

の具の彩色方法を表現している。 

b:自分の感じる色の特性を生か

し、自己表現としての色彩の関わ

りを知る。 

c:色彩の特性を理解し興味を持

つ。 

・作品点 

・ワーク 

シート 

・作品点 

・ワーク 

シート 

・ 学 習活

動の様

子 

・ 制 作 の

様子 

２
学
期 

シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン 

エコバックにオリジナ

ルマーク・キャラクター

を印刷する。自己のデザ

イン力を引き出し、ワン

ポイントとして魅力あ

る作品づくりを目指す。 

a: 的確なカッターワーク、丁寧

は版画工程がこなせている。 

b:自己表現としてのキャラクタ

ーやマークの制作で個性を表現

する。 

c: 布に版画するということで、

日常的に使用できる作品に取り

組むことに興味関心を持ち、意欲

的に制作できている。 

・作品点 

・ワーク 

シート 

・作品点 

・ワーク

シート 

・ 学 習活

動の様

子 

・制作の

様子 

ハ
イ
コ
ン
ト
ラ
ス
ト 

写真から３色の色を使
った色分解によるイラ
ストの制作。色彩構成の
応用編。 

 

a: 色見本通りに混色ができ丁寧

な着色表現ができている。 

b:写真をイラスト化していく工

程で、明度を分解し、色彩の特性

を生かした３色を効果的に構成

している。 

c:写真のコントラストを利用し

た色分解で意欲的に制作できて

いる。 

・作品点 

・ワーク 

シート 

・作品点 

・ワーク

シート 

・ 学 習活

動の様

子 

・制作の

様子 
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３
学
期 

手
鏡
の
彫
刻 

 

シナ材の板を使って木

彫に取り組み、手鏡とし

て完成させる。工具の扱

い方、彫刻の技法を取得

する。 

a: 彫刻の技術を駆使し、着色の

美しさ、綺麗な仕上げができてい

る。 

b:時計の機能を考え個性的なデ

ザイン・造形を表現ができてい

る。 

c: 彫刻の表現に興味を持ち、意

欲的に作業を行う工程を学ぶ。 

・作品点 

・ワーク 

シート 

・作品点 

・ワーク

シート 

・ 学 習活

動の様

子 

・制作の

様子 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

         

 

 


